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著書

1. 土木学会歴史的構造物保全技術連合小委員会（五十畑弘、後藤治他25名）、歴史的土木構造物の保全、2章3節　防災の計画（分担）、pp.64-70、鹿島出版会、2010年

2.　後藤治，志岐祐一，二村悟，三井一成，赤松實，大野秀敏、髙島屋東京店建造物歴史調査報告書（編集）、pp.1-13　1、株式会社髙島屋、2010年
3.　後藤治，村上正浩、日本IBMビル1971-2009　建築とファシリティマネジメントのライフタイム記録（松成和夫・関浩治他編）、8章3節　計画当初の建築法規・消防法と、その後の変化と対応（分担）、pp.164-166、新建築社、2010年
査読付き論文

1. 高山基，後藤治，益尾孝祐，細野美希､門主学、農村部の伝統的建造物群保存地区における保存基準の再考、日本建築学会技術報告集第33号、pp.771-774、2010年6月
2. 大塚哲也,後藤治,二村悟、文化財建造物の修理時に作成する構成部材調書に関する提案、日本建築学会技術報告集第33号、pp775-778、2010年6月

国際学会論文（査読付も含む）

1. Yuko TAAGE, Osamu GOTO, Hirokazu YAMAMOTO, Masaki TAMURA, A Study for a High Quality Preservation System of KOKERA Roofing used in Traditional Wooden Architecture PART 1 : THE ANALYSIS OF THE LIFE CYCLE PROPERTIES OF KOKERA ROOFING, 11th World Conference on Timber Engineering in Trentino (Italy),Poster session, USB, 2010年6月(Abstract 査読) 
2. Satomi TAKATSUKA, Osamu GOTO, Hirokazu YAMAMOTO, Masaki TAMURA,　 A Study for a High Quality Preservation System of KOKERA Roofing used in Traditional Wooden Architecture PART2：THE FIELD SURVEY ON PROPERTIES OF MANUFACTURING OF THE KOKERA ROOFING IN COMPARISON WITH GROWTH ENVIRONMENT, 11th World Conference on Timber Engineering in Trentino (Italy), Poster session, USB,2010年6月(Abstract 査読)
学術雑誌、商業誌、研究機関への研究報告、展望、解説、論説など

1. 後藤治、重伝建地区と海外の歴史的市街地の防災、季刊まちづくり28号、pp.120-123、2010年9月
2.後藤治，古い高層ビルを安全に改修し、管理する、建築雑誌126集1612号、pp.32、2011年1月

3.後藤治、イギリスにおける文化財建造物の防災対策　歴史的環境を活用するためのブレイク・スルー～イギリス編、ビルディングレター541号、pp.45-52、2011年1月
4.後藤治、ドイツにおける文化財建造物の防災対策　歴史的環境を活用するためのブレイク・スルー～ドイツ編、ビルディングレター542号、pp.39-44、2011年2月
招待講演
1.後藤治、歴史的な建造物と町並みを支える人々の営み、「継ぐ」プロジェクト高岡実行委員会、富山銀行本店、2010年4月30日

2.後藤治、歴史文化遺産としての近代化遺産、宮城大学地域連携センター、食の蔵・醸室TERAKOYAホール、2010年10月23日
3.後藤治、歴史的建造物を残し活かすためにできること、地方自治研究機構・名古屋市、名古屋都市センター、2010年11月5日
4. 後藤治、既存木造を都市の記憶にどう活かすか、住宅都市工学研究所「住宅まちづくりフォーラム」、住宅金融支援機構すまいるホール、2011年1月27日
5.後藤治、文化的価値のある建築物の保全と活用、静岡県建築士会、静岡県男女共同参画センター、2011年2月2日
6.後藤治、歴史的建造物保存の先進国の取り組み、東京弁護士会、弁護士会館、2011年3月5日
口頭発表

1.清永美奈子，田村雅紀，後藤治，山本博一，高塚里美、伝統的木造建築に用いられるこけら材の高度維持･保存技法に関する研究　その５こけら材の屋外暴露試験による初期変化、日本建築仕上学会2010年大会学術講演会研究発表論文集、pp.151-154、東京大学、2010年

2.田揚裕子，後藤治，熊谷秋雄，神邊和夫、南アフリカ共和国における茅葺き建築の生産体制について、日本建築仕上学会2010年大会学術講演会研究発表論文集、pp.155-158、東京大学、2010年

3.清永美奈子，田村雅紀，後藤治，高塚里美、材料改質を施した伝統的こけら葺き屋根の長期耐久性状評価と持続的保全技法の開発　その１各種こけら台の屋外暴露試験、日本建築学会2010年度大会（北陸）学術講演梗概集A-1分冊、pp.277-278、富山大学、2010年9月
4.細野美希，後藤治，大塚哲也、文化財建造物の構成部材調書についての提案　龍福寺を例として、日本建築学会2010年度大会（北陸）学術講演梗概集E-1分冊、pp.1195-1196、富山大学、2010年9月
5.田揚裕子，後藤治、南アフリカ共和国における茅葺き屋根について、日本建築学会2010年度大会（北陸）学術講演梗概集E-1分冊、pp.1203-1204、富山大学、2010年9月

6.高塚里美，田村雅紀，後藤治，山本博一，材料改質を施した伝統的こけら葺き屋根の長期耐久評価と持続的保全技法の開発，その１伝統技法によるこけら板の製材実態，第60回日本木材学会大会研究発表要旨集，ポスターセッション，CD-ROM，東京大学、2010年

7.田揚裕子，田村雅紀，後藤治，山本博一，材料改質を施した伝統的こけら葺き屋根の長期耐久評価と持続的保全技法の開発，その２こけら葺き屋根の野外長期暴露材の実施工，第60回日本木材学会大会研究発表要旨集，ポスターセッション，CD-ROM，東京大学、2010年

8.田村雅紀，後藤治，山本博一，清永美奈子、材料改質を施した伝統的こけら葺き屋根の長期耐久評価と持続的保全技法の開発 その３こけら材の基礎的物性、第60回日本木材学会大会研究発表要旨集、CD-ROM、東京大学、2010年

9.清永美奈子，田村雅紀，後藤治，山本博一，高塚里美、材料改質を施した伝統的こけら葺き屋根の長期耐久評価と持続的保全技法の開発　その４こけら台の屋外暴露試験の概要、第60回日本木材学会大会研究発表要旨集、CD-ROM、東京大学、2010年

10.田揚裕子、南アフリカ共和国における茅葺き屋根について、第1回茅葺きフォーラム　茅葺きの暮らしと生業　第2セッション、日本茅葺き文化協会　第1回茅葺きフォーラム　茅葺きの暮らしと生業資料、2010年

11.原嶋純平・後藤治・関沢愛・村上正浩・廣井悠・門主学・細野美希、人目の届かない重要文化財建造物の防火対策の提案　熊本県人吉市の岩屋熊野座神社を事例に、日本建築学会2010年度大会（北陸）学術講演梗概集A-2分冊，pp.357-358、2010年9月 

12.門主学・後藤治・関沢愛・益尾孝祐、福島県南会津郡南会津町前沢集落における消防訓練からみた消防計画、日本建築学会2010年度大会（北陸）学術講演梗概集A-2分冊、pp.359-360、2010年9月

13.大橋竜太・後藤治、サンフランシスコ市における既存建築物の安全確保と建築保存について－UMB対策にみる建築保存施策、日本建築学会2010年度大会（北陸）学術講演梗概集F-2分冊、pp.231-232、2010年9月

外部資金の獲得

科学研究費補助金・特定領域研究・計画研究、建築物・都市施設の保全に関わる法令・基準の整備と技術革新、2005～2009年度、研究代表者、20,500千円

科学研究費補助金・基盤研究(A)、木造建造物文化財の為の木材及び植物性資材確保に関する研究、2005～2007年度、研究分担者、27,600千円
科学研究費補助金・基盤研究(A)、文化財建造物の保存に必要な木材及び植物性資材の安定確保の基礎的要件に関する研究、2008～2010年度、研究分担者、37,600千円
秋田県横手市、増田町伝統的建造物群保存対策調査、2010～2011年度、研究代表者、5,400千円
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